
三重保環研年報 第 9 号（通巻第 52 号）， 41 - 48 頁（2007） 
         
ノート 

浮遊粒子状物質の大気汚染について（２） 

― 粒子中の内容成分について ― 
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浮遊粒子状物質（SPM）中に含まれる内容成分（炭素成分,金属成分,イオン成分）につ

いて調査したところ，炭素成分の元素状炭素（EC）と有機炭素（OC）濃度が 3 地点（幹

線道路近傍,一般住宅地,バックグラウンド地）のうち，幹線道路近傍で最も高く特に元素

状炭素（EC）の濃度が高かった． 
その他の金属成分やイオン成分濃度は大きな差が見られなかった． 
粗大粒子中の内容成分は,3 地点で顕著な違いは見られなかった．特に EC と OC 濃度は,

微小粒子中に比べて小さくかつ地点別で濃度差が少なかった． 
微小粒子（PM2.5）中の内容成分は,3 地点ともイオン成分の濃度が最も多くかつ地点別 

に大きな濃度の差が見られなかったことから,広域汚染物質である二次生成物質の占める 
割合が多いことが推察された． 
また,微小粒子（PM2.5）中の炭素成分のうち元素状炭素（EC）は，イオン成分の次に

濃度が高くかつ地点別で最も濃度差がみられ,幹線道路近傍はバックグラウンド地に比べ

て最大約 15 倍の濃度差がみられた．一方,濃度差が小さいのは有機炭素（OC）で,その差

は 2 倍以内であり EC に比べて数分の 1 であった． 
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はじめに 

前報１）では,NOｘ・PM 法の対象地域である県北

部地域において,汚染の程度が異なる 3 つの地点

（幹線道路近傍,一般住宅地,バックグラウンド

地）を選定し,それぞれの地点での粒径分布の状

況や微小粒子（PM2.5）の濃度等について報告し

た． 

今回は，浮遊粒子状物質（SPM）や微小粒子

（PM2.5）に含まれる内容成分について調査を行

った結果,若干の知見を得たので報告する． 

 
調査方法  

１．調査地点 
前報と同様に表 1に示すとおり,汚染の程度が 

異なる 3地点（幹線道路近傍（納屋）,一般住宅 

地（桑名）,バックグラウンド地（桜））で調査を

行った． 

                          

２．内容成分と分析方法 

 分析対象は,粒子状物質の重量のほか炭素成分,

イオン成分,金属成分について実施した。 

表 2 に粒子状物質に含まれる内容成分の分析

項目と分析方法２），３）を示した．               

なお,試料の採取は,前報と同様に浮遊粒子状

物質（SPM）は,アンダーセンエアーサンプラー

(AN-200 東京ダイレック㈱)で採取し,微小粒子

（PM2.5）は，FRM 採取装置およびこれと同等の

結果が得られる PCI サンプラー（東京ダイレック

㈱）を使用した．ろ紙は石英繊維ろ紙（Model 2500 
QAST 東京ダイレック㈱）を使用し採取期間は 10
日～14 日間とした． 
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 表２ 分析項目と分析方法 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

結果と考察 

１．浮遊粒子状物質（SPM）の内容成分 

 各地点における浮遊粒子状物質（SPM；粒径 10

μm 以下）中の内容成分を図 1－1～1－3 に示し

た．（図中には地点名とともに採取期間を記した．

以下同じ．） 

 図から元素状炭素(EC)や有機炭素(OC)の濃度

が最も高いのは,幹線道路近傍であり,特に元素 

状炭素(EC)の濃度が他の地点に比べて高かった． 

 

 これは,主にディーゼル自動車から排出される 

黒煙粒子（元素状炭素(EC)）によるものと推定さ

れる． 

 その他の主要金属（ナトリウム,アルミニウム, 

鉄,カルシウム,亜鉛等）の濃度やイオン成分（硫

酸イオン,硝酸イオン,塩素イオン,アンモニウム

イオン）濃度（図に全イオンと表記．以下同じ．）

については地点間で大きな差はみられなかった． 

 

 

表１ 調査地点 

        

  地点名 区 分 備  考 

１ 納屋地点 幹線道路近傍 自動車排出ガス測定局（国道 23 号納屋局） 

２ 桑名地点 一般住居地 一般環境大気測定局（桑名局） 

３ 桜地点 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ地 科学技術振興センター保健環境研究部屋上 

分析方法 
成 分 項 目 

前処理 分析装置 

元素状炭素 
850℃（O2＋He） 

（有機状炭素濃度との差） 
炭素成分 

有機状炭素 600℃（He） 

ＣＨＮコーダー 

(ヤナコ元素分析 

装置 MT-5） 

硫酸イオン（SO4
2-） 

硝酸イオン（NO3
-） 

塩素イオン（Cl-) 
イオン成分 

アンモニウムイオン（NH4
+） 

超純水で超音波抽出 

イオンクロマトグラフ

（横河ｱﾅﾘﾃｨｶﾙ

IC7000P）

Na Cr As La 

Al Mn Se Ce 

K Fe Rb Sm 

Ca Co Ag Pb 

Sc Ni Cd Th 

Ti Cu Sb   

金属成分 

V Zn Ba   

圧力分解容器を用い 

た酸抽出法 

ICP/MS 

（誘導結合プラズ

マ質量分析計） 

（Agilent4500） 











度差がみられ,最も濃度が高い幹線道路近

傍の納屋と最も低いバックグラウンド地の

桜を比較した場合，最大で約 15 倍の濃度差

がみられた（図 6）． 

 一方，比較的濃度の差がみられないのは

有機炭素(OC)で濃度差は 2 倍以内に入って

おり（図７），その濃度も低く元素状炭素

(EC)に比べて数分の 1 となっている． 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図７ 同時採取した 3地点の微小粒子中の有機炭素(OC)濃度 
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図５ 同時採取した 3 地点の微小粒子中の元素状炭素（EC）及び有機炭素(OC)濃度 
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図６ 同時採取した３地点の微小粒子中の元素状炭素（EC）濃度 
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        まとめ          有機炭素（OC）は幹線道路近傍が若干高         

 自動車 NOｘ・PM 法の対象地域である県 い傾向があるが，その差は少なく，同時採  
北部地域において，粒子状物質の内容成分 
について調査を行った結果，次のことがわ 
かった． 
１）浮遊粒子状物質（SPM）中に含まれる 
元素状炭素（EC）や有機炭素（OC)の濃度 
が最も高いのは，測定 3 地点（幹線道路近

傍，一般住宅地，バックグラウンド地）の

うち幹線道路近傍であり，特に元素状炭素

（EC）の濃度が他の地点に比べて高かった． 
  その他の主要金属濃度やイオン成分濃度 
については地点間で大きな差がみられなか 
った． 
２）粗大粒子中（粒径 2.5～10μｍ）中の 
内容成分は，3 地点とも炭素成分，主要金

属，イオン成分濃度に大きな違いはみられ

なかった． 
３）微小粒子（ＰＭ2.5）中の内容成分では， 
イオン成分濃度が他の成分に比べて最も濃

度が高いが地点別の濃度差は小さかった． 
 このことから広域的な汚染物質である二

次生成物質の割合が高いと推定される． 
炭素成分は元素状炭素(EC)が幹線道路近

傍地点で他の地点に比べて濃度が高く，同

時採取した結果から幹線道路近傍地点とバ

ックグラウンド地点とで最大約 15 倍の濃

度差がみられた． 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

取した結果から幹線道路近傍地点とバック 
グラウンド地点の濃度差は 2 倍以内に入っ 
ていた． 
 金属成分は，地点別に大きな差はみられ 
なかった． 
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